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～一橋大学名誉教授・阿部謹也さん講演会にちなんで～

筋省 しιlごとで,まなιl力ヽ今のどの申でな仕方力をιlノ=2ヨ θ%

何の数字かわかりますか ?

「結婚の時に、結婚相手やその家族が同和地区出身かどうか調べることをどう思いますかJ

とたずねた時、小郡市民のほぼ4人 に 1人 は 「世間」に負けて身元調査を許してしまうとい

う実態を表した数字です。 (・01年 11月実施の小郡市同和問題意識調査の結果より)

いろいろな学習を通し 「差別はしたくない」という気持ちが芽生えても、その気持ちを押

し殺させ、人権侵害につながることをさせてしまう「世間」。そうであるなら、差別をなくす

ためには、 「世間Jと いうものをどう考え、どう行動したらいいのでしょうか ?

放 侮 同頼闘題と世聞」

そこで人権センターでは去る 3月 5日 (日)、

「世間」について詳しい一橋大学名誉教授の阿

部謹也さんをお迎えし、「人権・同和問題と世間」

というタイ トルでお話をしていただきました。

若千専門的な内容なので参加が少ないのでは

と心配していましたが、そんな不安に反して市

外の方も含め60名以上の方々にご参加いただ

きました。

何部先生は、約 1時 間半にわたり

◆ 明治以前、日本には西欧的な個人は存在せず、個人は「世間」に含まれていたこと

◆ 明治以後、制度・行政などは近代化できたが、家庭等の人間関係に「世間Jが生き残ったこと

◆ 近代化社会が論理、文字で動くのに対し、「世間」は義理 人情、会話で動くこと

◆ 「世間Jとは、「贈与互酬の関係J「長幼の序」「共通の時間Jで成立していること

◆ 「世間Jと差別の関係

などについてお話しくださいました。

阿部先生力 う`のメ ッセージ

講演会を終えると休む間もなくすぐに東京に帰られた阿部先生でしたが、車で福岡空港にお

送りする車中でいただいたメッセージを、次ページにご紹介します。
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「差別はひとのためになくすものではありません。それを感じた人自身がその不条理を解決せざ

るをえないのです。しかし本人以外にもできることはあります。それは自分も、自分の感じてい

る不条理を打ち明けることです。そのことは、世間への不満を言うことになりますから、なかな

か言いにくいことかもしれません。しかしそうだからこそ、それを言う勇気が人を励ますのでし

よう。こうしたことが 「世間Jの 不条理、すなわち差別をなくしていくことにつながるてしよう。J

参加 者 の 声 力 う` …  侠  ア ンケー トよ リー部抜粋)

Ⅲ私は大学生なのですが 大 学内部のせ間についてのを基 には夕 くの結 さがありました。

特に、斥列やべ華についてのをは自から,ろ こがお らろえ分で した。私有と研えの場で

ある人学にも多くの しがらみがあることを東感させていたださました  く 2 0オ未満  男 性>

ヤ 「人権Jと い う吉苦がタテマエの吉者になって しまっているとい う提たがズシンとさに

響 きました.自 分がどのせ間に属 しているのか、 し っかう鬼桂めるた要とや、せ間の価

値純にほんろうされないような白この十の価値樋の確立が込妥 なのでは く3 0代 ・身と〉

X大 変果本深 く関 くことがで きました。 日本は ヨ ーロッパの個人 とい うものがなく名前

だけで、せ間が勃か しているとい うこと、日本のr■会のシステムがよくわか うました。

今 口の話 を聞いて、人権 ・同わ孜有をすすめてい くためにとうしてい くべ さかなと考え

させ られ ましたビ

は
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く40イ代。女i生>

・ 「せ間とは何かJを 抗み、一皮は話 をうかがいたいと思って念頼がかなった思いです。

せ間をつ きくずすことのやっかいさ、純機の巡想、共建できることばかうで した。世間の

ヤにある不谷理 なことをなくす一人 として、今後 も知亀をしばります   ( 5 0代 ・女性>

ネ久 しぶ うに学生になったような気が しましたが、先生のお誘は少 しわかったような気が

します。今後 またお者 を開 さたい。せ re Rについてもっと知 うたい。 く 6 0オ以上 男性>

(文 :有 田)

田部さんはたくさんの本を書かれていますが そ の中から1冊。

本書では 『万葉集』 を出発点に、『徒然草』の吉田兼好、浄

土真宗創始者の親館  『好色一代男』の井原西鶴、『破戒』の島

崎藤本寸、 『坊っちゃん』の夏目漱石、 『断腸亭日乗』の永井荷風、

『鮫』の金子光晴といった、私たちになじみ深い人たちが登場し、

タイ トルの通 り 「世間Jが どんなものかということについて、

教えてくれます。

ひとの恋路を邪魔する世間。迷信でひとを惑わす世間。いた

だき物をしたら必ずお返 しをしなければな らない世間。知った

かぶ りをさせる世間などなど、詳しくは読んでのお楽しみ。

「世間Jを 知 らなければ、自分の生き方が 「世間」にどう影響

するか、部落差別をはじめとする差別をな くすことに本当につ

ながっているかどうかさえ分か らないのではないで しょうか。
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読んでおきたい一冊です。 (文 :羽江)



翻
昨年末、知人の青年Aさ んがセ ンターを訪れ ま

本当だろうか。Jと いうことです。友達 ( Bさ ん)

くら
した。 「友達か らこんなメールが来たけれ ど

か ら来たというメールは次のような内容でした。

ヒ醜 物

友達の C君 の妹がその友達から問いた話なんだけど、その人が福岡の繁華街でお金に困つ

ていたアラブ系の男性に親切にしてあげたんだって。その男性は「親切にしてもらったお礼に

いいことを教えてあげる。クリスマスイプの2 4日に福岡の天神地区に近づかないほうがいい。

テロが起こるから。」と言われたらしい。半信半疑で善纂関係の人に聞いたら、「その情報は警

察も把握しているが、公表するとパニックになるから、あえて公にしていない。だから皆さん

がたくさんの人に知らせてやってほしい。」と言われたんだって。だからクリスマスイブには

天神 1こ近づかない1まうがいいらしt よヽ。

ちょつと聞いただけでは本当のようにも思えますが 不 自然さもあります。調べてみると こ

れはまったくのデマで 同 じような話がメールを使つて全国各地で何度も流されている、 しかも

この種のデマに 「アラブ人の恩返しJと いう差別的な通称がつけられているということもわかり

ました。

デマカ栃れる首景

こんなデマがすぐに広がる原因の一つとして携帝電話の普及があげられると思いますが そ れ

以上に外国人 と くにアラブ ア ジア系の人に対する偏見が根底にあるからではないでしょうか。

確かにアラブ系の人が引き起こすテロ事件や、アジア系の人が日本国内で起こす犯罪事件がな

いわけではありません。かと言つて、 「アラブ系の人=テ ロを起こす人 ア ジア系の人=犯 罪を

犯す人Jで はないことは当然のことです。にもかかわらず 「テロや犯罪を起こすのはアラブ系や

アジア系の外国人だJと いう思いこみ 言 い換えれば差別意識をわたしたちは自分自身のなかに

知らず知らずのうちに刷 り込んではいないでしょうか。そんな素地があるからこのようなデマを

疑間を持たず信じ、広げていくのだと思われます。

ちよつと考えればおかしいとわかる内容でも そ れが漠然とした不安感や偏見 差 別意識など

を持った心の中に投げ込まれると、冷静な判断力を失わせてしまいます。うわさ話にとどまって

いるデマでも な にかのきっかけで社会に大きな混乱を起こす危険性をはらんでいます。今から

83年 近く前の関東大震災の混乱のとき、悪質なデマによってたくさんの朝鮮 ・中国人が殺され

たことはよく知られています。また沖縄での地上戦の最中に 沖 縄の方言を使った住民がスパイ

だとされ 味 方であるはずの日本兵に殺された例もあります。一人の人間が瞬時にたくさんの人

に情報を伝えることができる現代では、デマによって混乱する危険性はいつそう大きいと言えます。

情報を好ιkgι lを近づく

間違 った情報は差別 偏 見 思 い込みの心の中に容易に入 り込みます。そ してそれがまた偏見

を助長 し、間違いを発信するという悪循環 を生んでいます。 この悪循環を断ち切るためには、 ど

んな情報でもまず一度は疑つてみる姿勢、そ してその情報で話題になっている人 (たち)の 思 い

に近づ こうとする姿勢が大切ではないで しょうか。 この ことは部落問題をはじめとするさまざま

( 文: 古賀)な人権問題 差 別問題を考えるときにも必要なことだと思います。
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。内鶴の霞匂ヴくり
人権のまちづくりには若者の力が必要だといわれています。若者不足が嘆かれているのでしょ

うが、我が小郡市の人権センターには、まさに若い力がひとつ、お土産を抱えて飛び込んできま

した。彼が抱えてきたお土産は 「てんつくマン」というアーティス トの名前とこの人が倉Jつた映

画主題歌のCD。 今回は わ ざわざ人権センターに 「市民のみんなでこの人の話を聞き、みんなで

映画を観たいJと 、「てんつくマン」の存在を知らせに来てくれたMさ んご自身に 「てんつくマン」

とその映画との出会いや魅力について書いていただきました。

1業がてんつ くマ ンを知ったのはたった 枚 の CDか らで した。左とがて

んつ くマ ンの映1由Fを朗た らしく 今 までえたこともないような顔 をし 「聴

いてみてん。めちゃいいばい。特に 8的 口 !Jと 言つて渡 して くれたのが

映向の主題歌等 を歌っている 「ま一ちゃん |の CI〕で した。その CDを 中

連聴いてみると 草 を運転 していたのにもかかわ らず 波 を落としている

向分が t まヽ した。 「何でこんなに さに響 くんだろうJ と思い そ の歌を聴

いているいjに頭に浮かんだ人に聞いてもらいたいと思い (fDを r7しました。

そオiを聴いて くオ1たたてともその歌詞の内容に大会興味を持つて くれ し

だいにてんつくマン自身に対 しても興味を持つ人の輪が広がっていきました。

インターネットで調べるうち て んつ くマ ンの映画を醐る機会があるとい

うことで 桁 岡までその何人かで観にそiきましたも

映画を観てまず強 く思つた ことは  人 の力ではできないことも そ の 人 ひとりの力が行わ

さ2■ゴその想いも大きなものとなり Ⅲ「能になるという事。 人F F H  命の大切さ 人 と人のつなが り

など い ろんなことを考えさせ ら, lる映画で したb

何かに1 1 1吉を持てない人 前 向きに考えることができない人 元 気が1 1 1ない人 何 かに向かつ

て行動 したいけど悩んでいる人達全員に観て欲 しい映画です。          (文 : Mさ ん)

原

これまで OH!RECを 身近なものに !という気持ちで、市民のきさんから頂いた人権に

関わる情報を手がかりにしながら、センター職員が原稿をつくつてきました。そうした中で

今回は、初めて市民の方の投稿を掲載させていたださました。

今後ますますOHlRECを 市民の彗さんとともに充実させていきたいと考えています。そ

こで、人権のまちづくりにかかわる投橋を募集します。原稿採用の判断は OHlREC編 集

会議におまかせいただくことになりますが、ふるつてこ応募ください。

人権センタニ,

小郡市人権教育雷発センター

所在地:〒838‐0141 小 郡市小郡296
でんわ&Fax:0942-30-1080(直 通)
E―ma‖:oh―rec@iwk bbiq jp
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